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表紙

上記の事項につきましては、法令及び当社定款第14条第２項の規定に基づき、書面交付
請求をいただいた株主様に対して交付する書面には記載しておりません。

第39回定時株主総会資料
（電子提供措置事項のうち交付書面省略事項）

事業報告
業務の適正を確保するための体制等の整備に関する事項

業務の適正を確保するための体制等の運用状況の概要

連結計算書類
連結株主資本等変動計算書

連結注記表

計算書類
株主資本等変動計算書

個別注記表

第39期（2024年４月１日から2025年３月31日まで）
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業務の適正を確保するための体制等の整備に関する事項及び運用状況の概要

業務の適正を確保するための体制等の整備に関する事項
　取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他会社の業務の適正を確
保するための体制についての決定内容の概要は以下のとおりであります。
①取締役、使用人の職務執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
　コンプライアンス・プログラムにおいて定めた行動規範の社内周知を図り、併せてコンプライアン
ス規程及びコンプライアンス・マニュアルを継続的に整備し、役職員全員に交付することにより法令
等遵守の徹底を図ることとしております。
　役職員の教育等は、人事総務部が実施するものとし、監査室が「内部統制規程」に基づき業務の適
正及び財務報告の信頼性を確保する体制を評価し、「内部監査規程」に基づき業務執行の適法性を監
査することとしております。これらの活動は、定期的に取締役会及び監査等委員会に対し報告される
ものとしております。法令上の疑義のある行為等については法務部門を担当する人事総務部により顧
問弁護士の見解を徴したうえで判断するものとしております。
　また、法令等違反の恐れがある場合には、業務上の報告経路のほか「内部通報規程」に基づき内部
通報制度を整備し、その適正な運用を図ることとしております。

②取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
　情報管理規程・文書管理要綱・電子メール取扱基準等情報関連規程を整備し、取締役の職務執行に
係る重要情報の特定や文書又は電磁的媒体への記録・保存という保管形態を明確化することとしてお
ります。取締役は、常時これらの文書を閲覧できるものとしております。

③損失の危険の管理に関する規程その他の体制
　リスク管理規程及びリスク管理基準に則り管理すべきリスクは所管部署により適正な管理をさせ、
管理状況を取締役会へ報告させることとしております。
　同規程及び同基準で想定していないリスクが顕在化したときは、経営企画室が主体となり、リスク
事故調査対策委員会の機能も活用して、緊急に対応策を検討し、取締役会へ付議させるものとしてお
ります。
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業務の適正を確保するための体制等の整備に関する事項及び運用状況の概要

④取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
　次のとおりの経営管理体制により取締役の職務の執行の効率化を図ることとしております。
イ. 業務分掌・職務権限、意思決定ルールの明確化
ロ. 経営会議の定例開催による情報共有、意見交換体制の充実
ハ. 通達管理要綱による社内指示命令体制、情報伝達体制の統一化
ニ. 取締役会による年度経営計画及び中期経営計画の策定とこれに基づく事業部門毎の業績目標、予
算の設定及び月次、四半期業績管理の実施

ホ. 取締役会による月次業績のレビュー及び業績見通しの分析と改善策のスピーディな実施

⑤次に掲げる体制その他の当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
イ. 子会社の取締役等の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制
　子会社に対し、当社が社内に課しているものと同等の報告を励行させることとしております。

ロ. 子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制
　子会社のリスクは、当社のリスク管理規程及びリスク管理基準に則り、当社と同等の管理をす
ることとしております。

ハ. 子会社の取締役等の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
　子会社の運営は、当社の業務運営に準じ、当社と一体的に管理することとしております。

ニ. 子会社の取締役等及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
　子会社に対し、当社と同等のコンプライアンス体制を整備し運営させることとしております。

⑥監査等委員会の職務を補助すべき取締役及び使用人に関する事項、当該取締役及び当該使用人の他の
取締役（監査等委員である取締役を除く。）からの独立性に関する事項並びに監査等委員会の当該取
締役及び当該使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項
　監査等委員会が必要とした場合、監査等委員会の職務を補助する使用人を置くものとしておりま
す。当該使用人の任命・異動等人事権に係る事項の決定には監査等委員会の同意を得ること、また、
当該使用人が監査等委員会の職務を補助する際には監査等委員会の指揮命令にのみ従うことにより、
取締役（監査等委員である取締役を除く。）からの独立性及び指示の実効性を確保することとしてお
ります。
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業務の適正を確保するための体制等の整備に関する事項及び運用状況の概要

⑦取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用人並びに子会社の役職員等が監査等委員会に報
告するための体制その他の監査等委員会への報告に関する体制
　次のとおりの体制により監査等委員会へ報告しております。
イ. 取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用人は、取締役会等の重要な会議において随
時業務の状況を報告する。

ロ. 職務権限規程の職務権限明細表に監査等委員会に報告すべき事項を表示することにより、報告事
項を明確にし、これを励行させる。

⑧監査等委員会へ報告した者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保す
るための体制
　監査等委員会へ報告した者に対して、当該報告を理由として不利益を加えないこととし、その旨を
役職者全員に周知徹底することとしております。

⑨監査等委員の職務の執行（監査等委員会の職務の執行に関するものに限る。）について生ずる費用の
前払い又は償還の手続きその他の当該職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関
する事項
　監査等委員がその職務の執行に必要な費用の前払い等の請求をした場合、当該費用又は債務が監査
等委員の職務執行に必要でない場合を除き、速やかに当該費用又は債務を処理することとしておりま
す。

⑩その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制
　監査等委員は取締役会及び業務執行上重要な会議への出席並びに議事録等の関連資料の閲覧が原則
自由にできることとしております。
　また、監査等委員会又は常勤監査等委員は取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び重要な
使用人からの個別のヒアリングの機会を設けるとともに、代表取締役、監査室及び会計監査人との定
期的な意見交換を行うこととしております。
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業務の適正を確保するための体制等の運用状況の概要
　当社は、取締役会の監視・監督機能の強化、権限の委譲による迅速な意思決定並びに業務執行による経
営の公正性、透明性及び効率性の向上など、コーポレート・ガバナンス体制の強化を図っております。
　取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制、その他会社の業務の適正を
確保するための体制についての運用状況の概要は以下のとおりであります。
①当社は、株主総会議事録、取締役会議事録などについて、法令の定めにより、保存期間を設定し、適切
に保存しております。
②監査等委員は、監査計画に基づき監査を行うとともに、代表取締役及びその他の取締役、監査室、会計
監査人と意見交換等の情報交換を図っております。
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連結株主資本等変動計算書

連結株主資本等変動計算書（自　2024年４月１日　至　2025年３月31日） （単位：千円）

株主資本
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 709,709 504,606 2,725,982 △45,215 3,895,082
当期変動額
剰余金の配当 △119,137 △119,137
親会社株主に帰属する
当期純利益 917,229 917,229

自己株式の処分 △1,132 3,552 2,420
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）
当期変動額合計 － △1,132 798,092 3,552 800,512
当期末残高 709,709 503,473 3,524,074 △41,662 4,695,594

その他の包括利益累計額
純資産合計その他有価証券

評価差額金
その他の包括利益
累計額合計

当期首残高 96,137 96,137 3,991,219
当期変動額
剰余金の配当 △119,137
親会社株主に帰属する
当期純利益 917,229

自己株式の処分 2,420
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 80,165 80,165 80,165

当期変動額合計 80,165 80,165 880,677
当期末残高 176,303 176,303 4,871,897
（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結注記表

連結注記表（自　2024年４月１日　至　2025年３月31日）
（連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記等）
１. 連結の範囲に関する事項

　すべての子会社を連結しております。
連結子会社の数

１社
連結子会社の名称

株式会社ブルーム

２. 持分法の適用に関する事項
　該当事項はありません。

３. 連結子会社の事業年度等に関する事項
　連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。

４. 会計方針に関する事項
（１）重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券の評価基準及び評価方法
ア. 満期保有目的の債券

原価法
イ. その他有価証券

・市場価格のない株式等以外のもの
時価法

（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は、移動平均法により算定）
・市場価格のない株式等

主として移動平均法による原価法
② 棚卸資産の評価基準及び評価方法

　評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によっております。
ア. 商品

アミューズメント機器　　　個別法
イ. 貯蔵品

最終仕入原価法
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（２）重要な減価償却資産の減価償却の方法
① 有形固定資産（リース資産を除く）

　1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）、2016年４月１日以降に
取得した建物附属設備及び構築物、並びにアミューズメント機器及び工具、器具及び備品
については定額法を、その他については定率法によっております。
　なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物　２～47年
アミューズメント機器　２～５年

② 無形固定資産（リース資産を除く）
　定額法によっております。
　なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年間）に基
づく定額法によっております。

③ リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零として算定する定額法によっております。
（３）重要な引当金の計上基準

① 貸倒引当金
　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸
念債権等特定の債権については、個別に回収可能性を検討して回収不能見込額を計上して
おります。

② 賞与引当金
　従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額の当連結会計年度負担額
を計上しております。

（４）その他連結計算書類の作成のための重要な事項
（重要な収益及び費用の計上基準）
① アミューズメント施設運営事業

　主に、各種ゲームをプレイするサービスの提供及び商品の販売等を行っております。
　サービスの提供については、顧客にサービスの提供を行った時点で、商品の販売につい
ては、商品を顧客に引き渡した時点で収益を認識しております。
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アミューズメント施設運営事業に係る有形固定資産 5,437,774千円

現金及び預金 1,800千円
建物 251,188千円
土地 599,505千円
計 852,494千円

② アミューズメント機器販売事業
　アミューズメント機器等の販売を行っております。
　アミューズメント機器等の販売については、出荷時点で収益を認識しております。
　また、顧客への商品の提供における当社の役割が代理人に該当する取引については、顧
客から受け取る額から商品の仕入先に支払う額を控除した純額で収益を認識しておりま
す。

③ その他事業
　主に、印刷物、販促品、トレーディングカード、玩具及び雑貨等の企画、開発及び販売
等を行っております。
　これらの国内販売については、出荷時点で収益を認識しております。海外販売について
は、顧客の検収時点で収益を認識しております。

（会計上の見積りに関する注記）
１. 重要な会計上の見積り　　固定資産の減損損失

２. 当連結会計年度に係る連結計算書類に計上した金額

３. 連結計算書類利用者の理解に資するその他の情報
　将来の事業計画に基づく将来キャッシュ・フローを店舗ごとに見積り、減損損失の認識の要
否を判断しております。店舗の売上高予測が重要な仮定であり、国内の景気変動や消費者の嗜
好の変化等による外部環境の変化や、各店舗において実施される営業施策等の内部環境により
影響を受けるため、不確実性を伴います。したがって、将来の売上高予測が下振れし、実際に
発生するキャッシュ・フローが見積りと異なった場合、翌連結会計年度の連結計算書類におい
て固定資産の減損損失を計上する可能性があります。

（連結貸借対照表に関する注記）
１. 担保資産及び担保付債務
（１）担保に供している資産
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長期借入金 944,900千円
１年内返済予定の長期借入金 45,378千円
買掛金 176千円
計 990,454千円

電子記録債権 1,700千円
売掛金 864,138千円

契約負債 12,433千円

３. 有形固定資産の減価償却累計額 16,377,141千円

場所 用途 種類
千葉県船橋市 店舗用設備 建物及び構築物、工具、器具及び備品、長期前払費用
愛知県名古屋市 店舗用設備 建物及び構築物、工具、器具及び備品、長期前払費用

（２）担保に係る債務

２. 収益認識に関する事項
（１）顧客との契約から生じた債権の残高は、それぞれ以下のとおりです。

（２）流動負債「その他」のうち契約負債の残高は、以下のとおりです。

（連結損益計算書に関する注記）
１. 売上高のうち、顧客との契約から生じる収益の額　16,695,315千円

２. 減損損失
　当社グループは、当連結会計年度において、以下の資産グループについて減損損失を計上し
ました。
　当社グループは原則として店舗ごとに収支の把握を行っていることから、各店舗をグルーピ
ングの最小単位としております。一部の店舗について、収益性の低下により投資額の回収が見
込めなくなったため、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失に計上して
おります。なお、当資産グループの回収可能価額は正味売却価額により測定しており、時価に
ついては処分見込価額により評価しております。
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建物及び構築物 101,245千円
工具、器具及び備品 13,255千円
長期前払費用 2,808千円

計 117,309千円

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末
普通株式(株) 6,080,130 － － 6,080,130

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末
普通株式（株） 127,267 － 10,000 117,267

新株予約権の権利行使による減少 10,000株

決議 株式の種類 配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円) 基準日 効力発生日

2024年６月27日
定時株主総会 普通株式 59,528 10.00 2024年３月31日 2024年６月28日

2024年11月13日
取締役会 普通株式 59,608 10.00 2024年９月30日 2024年12月10日

(減損損失計上額の内訳)

（連結株主資本等変動計算書に関する注記）
１. 発行済株式に関する事項

２. 自己株式に関する事項

（変動事由の概要）

３. 配当に関する事項
（１）配当金支払額

10



2025/05/27 13:11:54 / 24178293_株式会社共和コーポレーション_招集通知
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決議(予定) 株式の種類 配当の原資 配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円) 基準日 効力発生日

2025年６月27日
定時株主総会 普通株式 利益剰余金 59,628 10.00 2025年３月31日 2025年６月30日

（２）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるも
の

４. 当連結会計年度の末日における新株予約権に関する事項
普通株式　　33,000株

（金融商品に関する注記）
１. 金融商品の状況に関する事項
（１）金融商品に対する取組方針

　当社グループは、必要に応じて運転資金や設備資金等を銀行借入等により調達しておりま
す。また、一時的な余裕資金は安全性の高い定期預金で運用しております。

（２）金融商品の内容及びそのリスク
　営業債権である売掛金、リース投資資産は顧客の信用リスクに晒されております。有価証
券は、合同運用金銭信託であり、短期的な資金運用として保有する安全性の高い金融商品で
あり、信用リスクは僅少であります。投資有価証券は主として上場株式であり、市場価格の
変動リスクに晒されております。また、店舗賃借契約に基づき差し入れている敷金は、賃貸
人の信用リスクに晒されております。
　営業債務である買掛金は１年以内の支払期日であります。借入金は主に運転資金、設備資
金に係る資金調達を目的としたものであり、金利の変動リスクに晒されております。

（３）金融商品に係るリスク管理体制
① 信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

　当社グループは、与信・債権管理規程に従い、営業部門が主要な取引先の状況を定期的
にモニタリングし、取引先ごとの期日管理及び残高管理を行うことにより、財務状況等の
悪化等による債権回収懸念の早期把握やその軽減を図っております。

② 市場リスクの管理
　投資有価証券のうち、上場株式については四半期ごとに時価の把握を行っております。

③ 資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理
　当社グループは、各部署からの報告に基づき担当部署が適時に資金繰計画を作成・更新

11
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連結貸借対照表
計上額(千円) 時価(千円) 差額(千円)

リース投資資産 231,959 219,791 △12,168
投資有価証券 330,733 330,733 －
敷金及び保証金 1,498,842 1,053,294 △445,548

資産計 2,061,536 1,603,819 △457,716
長期借入金
(１年内返済予定を含む) 5,909,304 5,876,432 △32,871

負債計 5,909,304 5,876,432 △32,871

するとともに、適宜、必要な手許流動性を確保することにより流動性リスクを管理してお
ります。

④ 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に
算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでい
るため、異なる前提条件等を採用することにより当該価額が変動することもあります。

⑤ 信用リスクの集中
　決算日における営業債権のうち特定の顧客に対するものは、20.9％であります。

２. 金融商品の時価等に関する事項
　2025年３月31日（当期の連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの
差額については、次のとおりであります。なお、市場価格のない株式等は、次表には含めてお
りません。また、現金は注記を省略しており、預金、売掛金、有価証券、支払手形及び買掛
金、未払金は短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから注
記を省略しております。

３. 金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項
　金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下
の３つのレベルに分類しております。

レベル１の時価 : 同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定
した時価

レベル２の時価 : レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用い

12
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時価（千円）
レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券
その他有価証券

株式 311,911 － － 311,911
債券 － 18,822 － 18,822

資産計 311,911 18,822 － 330,733

時価（千円）
レベル１ レベル２ レベル３ 合計

リース投資資産 － 219,791 － 219,791
敷金及び保証金 － － 1,053,294 1,053,294

資産計 － 219,791 1,053,294 1,273,085
長期借入金 － 5,876,432 － 5,876,432

負債計 － 5,876,432 － 5,876,432

て算定した時価
レベル３の時価 : 重要な観察できないインプットを使用して算定した時価

　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプ
ットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を
分類しております。

（１）時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産

（２）時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債

（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明
投資有価証券

　上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引がされてい
るため、その時価をレベル１の時価に分類しております。一方で当社が保有している債券
は、市場での取引頻度が低く、活発な市場における相場価格とは認められないため、その時
価をレベル２の時価に分類しております。
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報告セグメント
その他
（注１） 合計アミューズメ

ント施設運営
アミューズメ
ント機器販売 計

北海道 146,317 － 146,317 － 146,317
東北 1,135,575 － 1,135,575 － 1,135,575
関東 4,655,633 416,596 5,072,229 658,839 5,731,069
甲信越 3,870,269 － 3,870,269 341,562 4,211,831
北陸 879,918 － 879,918 － 879,918
東海 2,994,331 － 2,994,331 － 2,994,331
近畿 756,656 － 756,656 － 756,656
中国 635,776 － 635,776 － 635,776
四国 135,066 － 135,066 － 135,066
その他(注２) 68,772 － 68,772 － 68,772
顧客との契約から生じ
る収益 15,278,318 416,596 15,694,914 1,000,401 16,695,315

その他の収益 － － － 10,023 10,023
外部顧客への売上高 15,278,318 416,596 15,694,914 1,010,425 16,705,339

リース投資資産
　一定期間ごとに区分した債権額を満期までの期間及び信用リスクを加味した利率を基に割
引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。

敷金及び保証金
　一定期間ごとに区分した回収額を満期までの回収可能な期間及び信用リスクを加味した利
率を基に割引現在価値法により算定しており、レベル３の時価に分類しております。

長期借入金
　これらの時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味した利率
を基に割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。

（収益認識に関する注記）
１. 顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（単位：千円）
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（注）１. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業であり、広告代理店事業並びに玩
具、雑貨等の企画、開発及び販売等の事業を含んでおります。

２. 「その他」は、各店舗に設置した自動販売機の受取手数料等の金額であります。

２. 収益を理解するための基礎となる情報
（１）アミューズメント施設運営事業

　当社グループでは、アミューズメント施設運営事業において、主として顧客に各種ゲーム
をプレイするサービスを提供しております。履行義務の充足時点は、顧客にゲームをプレイ
するサービスの提供を行った時点で収益を認識しております。これは、当該時点がサービス
に関する、法的所有権、物理的占有に伴う重大なリスク及び経済価値が顧客に移転し、顧客
から取引対価の支払いを受ける権利を得ていると判断できるためであります。
　また、取引の対価は、主に、サービスの提供を行った時点で受領しております。
　なお、変動対価及び重要な金融要素の調整は行っておりません。

（２）アミューズメント機器販売事業
　当社グループでは、アミューズメント機器販売事業において、主として全国各地のアミュ
ーズメント施設及びディストリビューターに、アミューズメント機器等の販売を行っており
ます。
　メーカー等からの直送によるものであり、他の当事者が関与しております。アミューズメ
ント機器等の製造、出荷・配送の一連の作業は他の当事者により行われており、当社が負っ
ている在庫リスク及び価格設定の裁量権は限定的であります。当該他の当事者により商品が
提供されるように手配することが当社の履行義務であり、代理人として取引を行っていると
判断しております。
　これらの商品の販売については、他の当事者による商品の出荷時から当該商品の支配が顧
客に移転される時までの期間が通常の期間であるため、他の当事者から顧客への出荷時点で
収益を認識しております。
　また、取引の対価は他の当事者から顧客への商品の出荷後、概ね１か月以内に受領してお
ります。
　なお、変動対価及び重要な金融要素の調整は行っておりません。

（３）その他事業
　当社グループでは、その他事業においては、主として顧客に印刷物、販促品、トレーディ
ングカード、玩具及び雑貨等の企画、開発及び販売等を行っております。
　これらの商品の国内販売については、商品の出荷時から当該商品の支配が顧客に移転され
る時までの期間が通常の期間であるため、顧客への出荷時点で収益を認識しております。海
外販売については、顧客の検収時点で収益を認識しております。
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期首残高 期末残高
契約負債 27,223千円 12,433千円

１株当たり純資産額 817円04銭
１株当たり当期純利益 153円97銭

　また、取引の対価は、顧客への商品の出荷後、概ね１か月以内に受領しております。
　なお、変動対価及び重要な金融要素の調整は行っておりません。

３．当期及び翌期以降の収益の金額を理解するための情報
（１）契約負債の残高等

① 顧客との契約から生じた契約負債の期首残高及び期末残高

② 当期に認識した収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額
27,223千円

③ 当期中の契約負債の残高の重要な変動
該当ありません。

（２）残存履行義務に配分した取引価格
　残存履行義務に配分した取引価格は12,433千円であり、収益の認識が見込まれる期間は全
て１年以内であります。

（１株当たり情報に関する注記）

（重要な後発事象に関する注記）
　該当する事項はありません。
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株主資本等変動計算書（自　2024年４月１日　至　2025年３月31日） （単位：千円）

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 その他
資本剰余金

資本剰余金
合計 利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金
合計別途積立金 繰越利益

剰余金
当期首残高 709,709 498,509 6,097 504,606 7,300 600,000 2,060,584 2,667,884
当期変動額
剰余金の配当 △119,137 △119,137
当期純利益 857,439 857,439
自己株式の処分 △1,132 △1,132
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － △1,132 △1,132 － － 738,302 738,302
当期末残高 709,709 498,509 4,964 503,473 7,300 600,000 2,798,887 3,406,187

株主資本 評価・換算差額等
純資産合計

自己株式 株主資本
合計

その他有価証券
評価差額金

評価・換算
差額等合計

当期首残高 △45,215 3,836,984 96,137 96,137 3,933,122
当期変動額
剰余金の配当 △119,137 △119,137
当期純利益 857,439 857,439
自己株式の処分 3,552 2,420 2,420
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） － 80,165 80,165 80,165

当期変動額合計 3,552 740,722 80,165 80,165 820,888
当期末残高 △41,662 4,577,707 176,303 176,303 4,754,010
（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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個別注記表（自　2024年４月１日　至　2025年３月31日）
（重要な会計方針に係る事項に関する注記）
１. 資産の評価基準及び評価方法
（１）有価証券の評価基準及び評価方法

満期保有目的の債券
原価法

その他有価証券
市場価格のない株式等以外のもの

時価法
（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は、移動平均法により算定）

市場価格のない株式等
主として移動平均法による原価法

（２）棚卸資産の評価基準及び評価方法
　評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によっております。

商品
アミューズメント機器　　　個別法

貯蔵品
最終仕入原価法

２. 固定資産の減価償却の方法
（１）有形固定資産（リース資産を除く）

　1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）、2016年４月１日以降に取
得した建物附属設備及び構築物、並びにアミューズメント機器及び工具、器具及び備品につ
いては定額法を、その他については定率法によっております。
　なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物 ２～47年
アミューズメント機器 ２～５年

（２）無形固定資産（リース資産を除く）
　定額法によっております。
　なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年間）に基づ
く定額法によっております。
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アミューズメント施設運営事業に係る有形固定資産 5,437,774千円

（３）リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零として算定する定額法によっております。

３. 引当金の計上基準
（１）貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念
債権等特定の債権については、個別に回収可能性を検討して回収不能見込額を計上しており
ます。

（２）賞与引当金
　従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額の当事業年度負担額を計上
しております。

４. 収益及び費用の計上基準
（１）アミューズメント施設運営事業

　主に、各種ゲームをプレイするサービスの提供及び商品の販売等を行っております。
　サービスの提供については、顧客にサービスの提供を行った時点で、商品の販売について
は、商品を顧客に引き渡した時点で収益を認識しております。

（２）アミューズメント機器販売事業
　アミューズメント機器等の販売を行っており、出荷時点で収益を認識しております。
　また、顧客への商品の提供における当社の役割が代理人に該当する取引については、顧客
から受け取る額から商品の仕入先に支払う額を控除した純額で収益を認識しております。

（３）その他事業
　主に、印刷物、販促品、トレーディングカード等の企画及び販売等を行っております。
　これらの販売については、出荷時点で収益を認識しております。

（会計上の見積りに関する注記）
１. 重要な会計上の見積り　　固定資産の減損損失

２. 当事業年度に係る計算書類に計上した金額
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個別注記表

現金及び預金 1,800千円
建物 251,188千円
土地 599,505千円
計 852,494千円

長期借入金 944,900千円
１年内返済予定の長期借入金 45,378千円
買掛金 176千円
計 990,454千円

２. 有形固定資産の減価償却累計額 16,376,096千円

関係会社に対する短期金銭債権 6,491千円
関係会社に対する長期金銭債権 177,000千円
関係会社に対する短期金銭債務 218千円

関係会社に対する売上高 4,080千円
関係会社に対する仕入高 11,643千円
関係会社に対する営業費用 115千円
関係会社に対する営業外収益 885千円

３. 計算書類利用者の理解に資するその他の情報
　連結注記表と同一であります。

（貸借対照表に関する注記）
１. 担保資産及び担保付債務
（１）担保に供している資産

（２）担保に係る債務

3. 関係会社に対する金銭債権又は金銭債務
　区分表示されたもの以外で当該関係会社に対する金銭債権又は金銭債務の金額は、次のとお
りであります。

（損益計算書に関する注記）
１.  関係会社との営業取引及び営業取引以外の取引の取引高の総額
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株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末
普通株式(株) 127,267 － 10,000 117,267

新株予約権の権利行使による減少 10,000株

繰延税金資産
賞与引当金 29,313千円
未払事業税等 20,586千円
減損損失 89,315千円
資産除去債務 203,748千円
貸倒引当金 4,830千円
その他 30,211千円

繰延税金資産 小計 378,006千円
評価性引当額 △12,311千円

繰延税金資産 合計 365,694千円
繰延税金負債

その他有価証券評価差額金 △80,548千円
資産除去債務に対する除去費用 △82,956千円
その他 △1,112千円

繰延税金負債 合計 △164,618千円
繰延税金資産の純額 201,076千円

２.  減損損失
連結注記表と同一であります。

（株主資本等変動計算書に関する注記）
自己株式に関する事項

（変動事由の概要）

（税効果会計に関する注記）
繰延税金資産の発生の主な原因別の内訳
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種類 会社等の
名称

議決権等の
所有割合

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額 科目 期末残高

子会社 株式会社
ブルーム

所有
直接100％

役員の兼任
資金の貸付

資金の貸付
(注) － 長期貸付金 177,000千円

１株当たり純資産額 797円27銭
１株当たり当期純利益 143円93銭

（収益認識に関する注記）
収益を理解するための基礎となる情報
　連結注記表と同一であります。

（関連当事者との取引に関する注記）
子会社及び関連会社等

(注)　株式会社ブルームに対する資金の貸付については、市場金利を勘案して決定しており、返済
の条件は期間５年、期日一括返済としております。なお、担保は受け入れておりません。

（１株当たり情報に関する注記）

（重要な後発事象）
該当する事項はありません。
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